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映
画
の
紹
介

監
督
／
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
脚
本
／
ヤ
ヌ
シ
ュ
・
グ
ヴ
ォ
ヴ
ァ
ッ
キ
出
演
／

口
ベ
ル
ト
・
ヴ
ィ
エ
ン
ッ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
ア
グ
ニ
ェ
シ
ュ
カ
・
グ
ロ
ホ
フ
ス
カ
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
・
イ
タ
リ
ア
語
１
２
７
分
４
月
５
日
東
京
神
田
神
保
町
岩
波
ホ
ー

ル
に
て
公
開
、
以
下
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ

●
１
９
８
０
年
夏
、
世
界
の
目
は
社
会
主
義
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
注
が
れ
て
い
た
。
政
府
の
食
料
品
値
上
げ

に
抗
議
し
て
、
グ
ダ
ン
ス
ク
の
レ
ー
ニ
ン
造
船
所
の
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鑓＆

労
働
者
を
先
頭
と
す
る
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始

ま
っ
た
か
ら
だ
。
ス
ト
で
は
、
自
由
な
労
働
組
合
の

承
認
、
ス
ト
権
や
表
現
・
出
版
の
自
由
、
共
産
党
員

の
特
権
廃
止
な
ど
釦
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
動
き

は
全
国
に
拡
大
。
８
月
末
、
労
働
者
の
要
求
を
大
幅

に
認
め
た
政
労
合
意
が
成
立
、
同
時
に
独
立
自
主
労

組
「
連
帯
」
が
発
足
し
た
。

●
グ
ダ
ン
ス
ク
の
争
議
を
指
導
し
た
の
は
、
そ
れ
ま

で
無
名
だ
っ
た
一
人
の
電
気
工
レ
フ
・
ワ
レ
サ
（
正

し
く
は
ヴ
ァ
エ
ン
サ
と
発
音
す
る
そ
う
だ
が
、
日
本
で
の
通

称
に
従
う
）
だ
っ
た
。
こ
の
映
画
は
ワ
レ
サ
と
彼
の

妻
ダ
ヌ
タ
を
中
心
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
が
体
験
し

た
激
動
の
、
～
帥
年
代
を
描
く
。
ワ
レ
サ
は
頑
強
な

職
人
気
質
の
労
働
者
、
ダ
ヌ
タ
は
勝
気
で
愛
情
深
い

主
婦
。
狭
い
集
合
団
地
で
６
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
、

ど
こ
の
国
に
も
居
そ
う
な
夫
婦
が
、
突
然
「
時
の
人
」

と
な
り
、
世
界
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
追
い
か

け
ら
れ
る
。
だ
が
彼
ら
の
人
生
へ
の
姿
勢
は
変
わ
ら

な
い
。
ア
パ
ー
ト
に
上
が
り
こ
ん
で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

を
試
み
る
記
者
た
ち
を
凄
い
剣
幕
で
追
い
出
す
ダ
ヌ

タ
の
姿
は
、
爽
快
な
印
象
を
与
え
る
。

●
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
近
・
現
代
史
を
帥
年
に
わ
た
っ
て

追
求
し
て
き
た
鎚
歳
の
巨
匠
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ

ダ
が
、
「
大
理
石
の
男
」
元
年
）
「
鉄
の
男
」
（
帥
年
）

に
次
い
で
グ
ダ
ン
ス
ク
の
闘
争
を
取
り
上
げ
た
３
作

目
で
あ
る
。
検
閲
や
思
想
統
制
が
ま
だ
厳
し
か
っ
た

時
代
の
前
２
作
と
比
べ
、
警
察
の
弾
圧
や
取
り
調
べ

の
描
写
な
ど
が
リ
ア
ル
に
な
っ
た
が
、
登
場
人
物
た

ち
を
英
雄
視
せ
ず
、
自
由
を
求
め
る
不
完
全
な
人
間

と
し
て
描
く
態
度
は
共
通
し
て
い
る
。

●
歴
史
的
な
政
労
合
意
の
あ
と
、
「
連
帯
」
参
加
者

は
成
人
人
口
の
半
数
に
近
い
１
千
万
人
に
達
し
た
。

し
か
し
政
労
合
意
は
な
か
な
か
実
行
さ
れ
ず
、
息
詰

ま
る
対
立
が
続
く
中
、
国
境
に
集
結
す
る
ソ
連
軍
を

背
景
に
、
ヤ
ル
ゼ
ル
ス
キ
政
権
は
鉦
年
末
戒
厳
令
に

踏
み
切
る
。
ワ
レ
サ
を
は
じ
め
と
す
る
「
連
帯
」
幹

部
は
い
っ
せ
い
に
拘
束
さ
れ
た
。
魂
年
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
授
与
さ
れ
る
が
、
ワ
レ
サ
は
国
外
に
出
ら

れ
ず
、
代
理
で
表
彰
式
に
出
席
し
た
ダ
ヌ
タ
は
、
帰

国
の
さ
い
税
関
で
下
着
ま
で
調
べ
ら
れ
る
と
い
う
屈

辱
を
受
け
る
。

＠
そ
の
６
年
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
介
入
し
て
政

府
と
反
体
制
勢
力
が
一
堂
に
会
す
る
「
円
卓
会
議
」

が
開
か
れ
、
そ
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
選

挙
で
「
連
帯
」
が
勝
利
、
社
会
主
義
圏
初
の
非
共
産

党
政
権
を
生
ん
だ
。
折
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
を

は
じ
め
と
す
る
東
欧
民
主
化
の
激
流
の
先
頭
を
切
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
の
希
望
の
灯
が
最
も
輝
き
を
増
し

た
と
こ
ろ
で
映
画
は
終
わ
る
。

●
ワ
イ
ダ
は
帥
年
の
選
挙
で
上
院
議
員
に
出
馬
し
て

当
選
し
た
が
、
「
連
帯
」
の
分
裂
後
は
ワ
レ
サ
批
判

派
の
民
主
連
合
に
加
わ
っ
た
。
ワ
レ
サ
は
卯
年
末
大

統
領
に
就
任
し
た
が
、
支
持
基
盤
の
「
連
帯
」
は
分

裂
を
重
ね
、
人
民
の
支
持
も
急
速
に
失
っ
た
。
誰
も

が
知
っ
て
い
る
「
連
帯
」
の
こ
う
し
た
没
落
を
、
ワ

イ
ダ
は
あ
え
て
描
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
が
最
も
美
し
く
燃
え
た
の
は
帥
年
ま
で
だ
っ
た
と

考
え
、
卯
年
以
降
は
別
の
物
語
と
見
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

本
野
義
雄
（
も
と
の
・
よ
し
お
／
本
誌
編
集
委
員
）


